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●
ドライブ・ベルト オルタネータ用ウォータ・ポンプ・プーリ

P/S+A/C用

オルタネータ・プーリ P/S

プーリ

■■■■■

プーリ注意

・ベルトのたわみ量点検は、定められたプーリ間

で点検する。

・新品のベルトに交換する場合は、「新品時」の

たわみ量／張力に調整する。

。「新品時」のたわみ量／張力は、使用時間5分

未満のものに適用し、5分以上経過したものに

ついて張り直しを行う時は、「張り直し時」の

たわみ量／張力に調整し直す。

o使用過程中のベルトで「張り直し限度」を超え

るものについては、「張り直し時」のたわみ量

／張力に調整し直す。

・ベルトたわみ量／張力点検は、エンジン冷間時

（エンジン停止後30分以上放置後）に行う。

、、

クランク

シャフト・

プーリ』

ク
シ

ク
A/C
プーリ
A／C
プーリ〆

A/C用

一リ

●

ドライブ・ベルト点検
●図示箇所､プーリ間中央のベルト背面に98N{10

kgf}の押力を加え、たわみ量を点検する。また

は、テンション・ゲージを使用して、張力を点検

する。

参考

・ベルト張力は、どのプーリ間で測定してもよ

い。

ベルト張力［テンション・ゲージ使用時の張力標準値］

N{kgf}ベルトたわみ量[98N{10kgf}押力時］ m、

o張り直し限度以上の時は張り直す。（参照：ドライ

ブ・ベルト、ドライブ・ベルト調整） ・張り直し限度以下の時は張り直す。（参照：ドライ

ブ・ベルト、ドライブ･ベルト調整）
B－1

新品時
張り

直し時

張り直し

限度

オルタネータ用
491～745

{50～76}

491～706
●

{50～72}
343{35｝

A/C、P/S

+A/C用

491～588

{50～60｝

422～490

{43～50}
245{25｝

新品時
張り

直し時

張り直し

限度

オルタネータ用 5.5～7．0 6.0～7．5 8.0

A/C、P/S

+A/C用
8.0～9．0 9.0～10．0 11.5
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ドライブ･ベルト、バルブ・クリアランス

ドライブ・ベルト調整
1.図示A、B及びCを緩める。

2.図示Dでベルトのたわみ量／張力を標準値内に調
整する。（参照:Fライブ・ベルト、ドライブ・ベ
ルト点検）

3.図示A、B及びCを締付ける。

バルブ・クリアランス

バルブ・クリアランス点検
1．シリンダ・ヘッド・カバーを取外す。

2.バルブ・クリアランスを測定する。

（1）クランクシャフトを正回転させ、Nalシリンダ
を圧縮上死点にする。オルタネータ用

篝，

ノ
I

。
〆

オルタネータ・
プーリ

嚇迂38

⑥

、タイミング・

（黄色）
マーク

N･m{kgf･m}

P/S+A/C用

(2)図示箇所Aのバルブ・クリアランスを測定す
る。

標準値

IN:0.20±0．03m

EX:0.30±0．03m

IN:0．21*0.03mm

EX:0．31rO．03"

…

[冷間］

[冷間］

[冷間］

[冷間］

(B6-ZE

(B6-ZE

(BP-ZE

(BP-ZE

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
Ｊ
１
Ｊ

船
舶
船
閑

に
Ｅ
Ｅ
ＥN･m{kgf･m}

A/C用 Ａ
缶

IN

EX

{kgf･m}

(3)標準値外の場合は、アジヤスト．シムを交換し
バルブ・クリアランスを標準値の中央値に調整
する。（参照：バルブ・クリアランス、バル
ブ・クリアランス調整）

(4)クランクシヤフトを正回転方向に360.回転さ
せ、Nq4シリンダを圧縮上死点にする。
(5)図示箇所Bのバルブ・クリアランスを測定す
る。

4.Fライブ・ベルトのたわみ量／張力を点検する。
（参照：ドライブ・ベルト、ドライブ・ベルト点
検）
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バルブ・クリアランス

（6）標準値外の場合は、アジャスト・シムを交換し
バルブ・クリアランスを標準値の中央値に調整
する。（参照：バルブ・クリアランス、バル
ブ・クリアランス調整）

3．シリンダ・ヘッド・カバーを取付ける。（参照：シ

リンダ・ヘッド・ガスケット、シリンダ・ヘッ
ド・ガスケット交換、シリンダ・ヘッド・カバー
取付け時の留意点）

●NQ2，3シリンダのIN側アジヤスト・シム交
換はBとDのどちらでもよい。

囮

01200

●｡●●●●●●●一口｡

バルブ・クリアランス調整
1．クランクシャフトを正回転させ、アジヤスト

ム交換箇所のカム山を真上に向ける。

シ

昭 01200
注意

●SSTの取付けは、カムシャフトの曲がりを防

ぐため、隣り合うカムシャフト・キャップ・ボ

ルトを取外さない。また、カムシャフト。

キャップ・ボルトは3本以上取外さない。

●

2.下記項目を選択して図示のようにSSTを取付け
る。

A:EX側のNul，2，3シリンダのアジヤスト・

シムを交換する場合は、ボルトAを取外して
SSTを取付ける。

B:IN側のNO.1，2，3シリンダのアジヤスト・

“"シムを交換する場合は、ボルトBを取外して
SSTを取付ける。

C:EX側のNu2、3，4シリンダのアジヤスト・

シムを交換する場合は、ボルトCを取外して
SSTを取付ける。

D:IN側のNq2，3，4シリンダのアジヤスト・

シムを交換する場合は、ボルトDを取外して

SSTを取付ける。

3.SSTのシャフト印をシャフト・クランプ印に合

わせる。

4.SSTのボルトAを締付けSST(シャフト）を

固定する。

●

クランプ印シャフト印

5.交換するアジヤスト・シムの位置にSST(*
デー）をシリンダ・ヘッドの外側に向けて取付け
る。

締付けトルク

11.3～14.2N．m{115～145kgf･cm}

BD

／～一一一へ－－“

1
晒・01200別01200IN

一 ～

EX

~ｰ、，XY"

参考

●N02，3シリンダのEX側アジヤスト

換はAとCのどちらでもよい。

シム交
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バルブ・クリアランス

6．タペットの切欠きを精密ドライバの挿入できる位
置にする。

11.アジャスト・シムを選択する。

参考

・選択シム＝取外したシムの厚さ＋測定バルブ・

クリアランスー基準バルブ・クリアランス

(B6-ZE[RS]:0.20mm[IN]、0．30mm

［Ⅸ]、BP-ZE[RS]:0.21m[IN]、0.31mm
［Ⅸ]）

詮§号、舎嵜ll
eロ

。

切欠き

行
。

12.アジヤスト・シムをタペットに押込む。

13.ボルトCを緩め、タペツトを上昇させる。

14.ボルトBを緩め、SST(ボデー）を取外す。

15.SSTを取外し、カムシャフト・キャップ･ボル

トを締付ける。

010h■4

タペット

7.SSTの切欠きをタペツトに引っ掛ける。

8.SSTのボルトBを締付けSST(ボデー）を固
定する。

注意

●夕ペットを押下げる時、SST(ボデー）の先

端でシリンダ・ヘッドを傷付けないようにす
る。

⑧締付けトルク

11.3～14.2N･m{115～145kgf･cm}

16.バルブ・クリアランスを点検する。（参照：バル

ブ・クリアランス、バルブ・クリアランス点検）
9.SSTのボルトCを締付け、タペツトを押下げ
る。

図
夕

IOE

わ10･アジャスト・シムをタペットの切欠きから精密ド
ライバで持上げ、マグネットを使用して取外す。
｡ー‐

｡ 《

B－4



圧縮圧力点検

圧縮圧力点検 ②オイルを注入しても圧力が変わらないとき
は、バルブの焼付き、バルブの当り不良、

シリンダ・ヘッド・ガスケットからの圧力

漏れが考えられるので、分解整備を行う。

7.イグニッション・コイルのコネクタを接続する。

8.サーキット・オープニング・リレーを取付ける。

警告

･火傷の恐れがある為、各部取外し／取付け作業
には注意する。

囮
ご
■
●
●
●
ｇ
▲
Ｆ
Ｄ
一
丁
●

I 9.スパーク・プラグを取付ける。
1.バッテリが完全充電状態であることを確認する。

（参照：セクションG，充放電装置系統、バッテ
リ点検、バッテリ）

2.エンジンを暖機する。

締付けトルク

15～22N･m{1.5～2.3kgf･m}

警告

・燃圧を下げる為、作業前に燃料飛散防止作業を

行い、サーキット・オープニング・リレーを取

外しておく。（参考：セクションF，燃料装置

系統、作業前の注意点）
●

3.排気系の温度を下げるため、エンジンを停止して

約10分間放置する。

4.スパーク・プラグを全て取外す。

5.イグニッション・コイルのコネクタを切離す。
6.次の手順で圧縮圧力を測定する。

（1）コンブレッション・ゲージをスパーク・プラグ

穴に押しあてる。

（2）スロットル・バルブを全開にする。

（3）エンジンをクランキングし、圧縮圧力を測定す
る。

●

(4)全てのシリンダについて前記(1)～(3)項
の作業を行う。

(5)測定値が限度値以下、または気筒間差が2.0

kg/cm2以上のシリンダがある場合は、スパー

ク・プラグ穴から少量のエンジン．オイルを加

えて、前記(1)～(3)項の作業を行う。

①オイルを加えて圧力が上がれば、ピスト
ン・リングとシリンダ壁面が摩耗、損傷し
ていることが考えられるので、分解整備を
行う。

B－5

(／

項目
エンジン

B6-ZE[RS]
q

BP-ZE[RS]

圧縮圧力

(kPa{kg/

c、
2
}[rpm])

標準値

限度値

気筒間差

1461{14.9}

[300］

1442{14.7}

[300]

1023{10.43}

[300]

1009{10.29}

[300］

196kPa{2.0kg/cm2}以内



タイミング・ベルト

タイミング・ベルト

タイミング・ベルト取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.冷却水を抜取る。（参照：セクションE，冷却水、冷却水交換）
3.エア・ホースを取外す。

4.カムシャフト・ポジション・センサ、クランクシャフト・ポジション・センサを取外す。
5.ハイテンション・コー隙、イグニッション・コイルを取外す。（参照：セクションG，点火装置系統、
ション・コイル取外し／取付け）

6.スパーク・プラグを取外す。

7.図に示す手順で取外す。’

8.取外しと逆の手順で取付ける。

9.エア・ギャップを点検する。（参照：セクションF，制御装置系統、クランクシャフト・ポジション・
センサ点検）

10.エンジンを始動して、下記項目の点検、調整を行う。
（1）プーリ、ベルトの振れ、接触

（2）点火時期（参照：セクションF、エンジン調整、点火時期点検）

イグニッ

③

5.0～8.8N。、

tDU～”kgf･＠
④ ！

葱
念

今
7．9～10．

{80～110

ジノロ

蚕⑬ ③ ⑪
､

伊鎌
⑧
⑦

7

｛
.ご～10．7N･m

30～110k口f･a

12．3
N･m{ks ･m}

B－6

！

1 アツバ・ラジエータ・ホース

2 ウオータ・ホース

3 ドライブ・ベルト

庵 ドライブ・ベルト、ドライブ・ベルト占締
4 シリンダ・ヘッド・カバー

直取付け時の留意点

5 ウオータ・ポンプ・プーリ

6 クランクシャフト・ブーリ

7 プレート

8 ブーリ・ロック・ボルト

露取外し／取付け時の留意点

9 フーリ・ホス

10 タイミンク･ベルト・カバー



●

●

タイミング・ベルト

11

12

13

タイミング・ベルト

蔭取外し時の留意点

面取付け時の留意点

テンシヨナ、テンショナ・スプリング

唾取付け時の留意点

アイドラ

プーリ・ロック・ボルト取外し／取付け時の留意
点

・SSTを使用して、クランクシャフトの回り止め

を行う。

タイミング・ベルト取外し時の留意点

1.クランクシャフトにプーリ・ボス、プーリ・ロッ

ク・ボルトを仮締めする。

2.クランクシャフトを正回転方向に回し、タイミン

グ・マークを合わせる。

参考

・クランクシャフト側はプーリ・ボスの位置決め

ピンが真上にあればよい。

◎雲上℃タイ

．
3.テンショナ・ロック・ボルトをゆるめ、テンショ

ナを左側に引張った状態でテンショナ・ロック・

ボルトを仮締めする。

B

テンショナ

ロック・

ボルト

参考

・タイミング・ベルトを再使用する場合はベルト

背面に正回転方向を示す矢印等を付けておく。

注意

･タイミング・ベルトは強くねじったり、裏返し

たり、折り曲げたりしない。タイミング・ベル

トに水、ゴミ、油脂類などを付着させない。

季塗零雫
正回転方｡"

トーーオ×

25m以下に曲げないこと

テンショナ、テンショナ・スプリング取付け時の

留意点

1.ノギス等を使用してテンショナ・スプリングの自

由長を測定し、標準値外の場合は交換する。

－ア

標準値

59．2噸

2.テンショナを取付ける。

3.図示のように防振ラバーの面取り部が右側になる

ように、テンショナ・スプリングを取付ける。

囮



タイミング・ベルト

4．テンショナを左側に引張った状態でテンショナ．
ロック・ボルトを仮締めする。

mHHり

タイ 収付け時の留意点

1．各プ宅ﾘｸのタイミング・マークが図の位置に合っ
ていることを確認する。

ミング・マーク

タイミ

ング・マーク

2．アイドラ側及びカムシャフト・プーリ間がたるま
ないようにタイミング・ベルトを取付ける6

蕊
、

3.クランクシャフトにプーリ・ボス、プーリ・ロッ
ク・ボルトを仮締めする。

4.クランクシャフトを正回転1･5/6回転させ、テン
ショナ・セット・マークに合わせる。

棚≦
<三

テンシ

5.SSTを使用して、クランクシャフトの回り止め

をし、プーリ・ロック・ボルト、プーリ・ボスを
取外す。

Z011

6.タイミング・ベルト・プーリの切り欠きとテン

ショナ・セット・マークが合っていることを確認
する。

7．テンショナ・ロック・ボルトをゆるめてベルトに
張りを与える。

注意

●このときテンショナ・スプリングカ以外の力を
加えないようにする。

●ロック・ボルト締付け時、テンシヨナがボルト

座面に引きずられて動かないようにする。

8．テンショナ・ロック・ボルトを締付ける。

締付けトルク

38～51N･m{3.8～5.3kgf･m}

9.クランクシャフトにプーリ・ボス、プーリ・ロッ
ク・ボルトを仮締めする。

10.クランクシャフトを正回転方向に2.1/6回転させ、
タイミング・マークが合っていることを確認す
る。

タイ

参考

●クランクシャフト側はプーリ・ボスの位置決め
ピンが真上にあればよい。

B一s

③

、
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タイミング・ベルト

11.タイミング・マークが合わないときは、タイミン

グ・ベルト取外し時の留意点から作業を繰り返し

行う。（参照：タイミング・ベルト取外し時の留意
点）

12.図示箇所でベルトのたわみ量を測定する。

標準値[98N{10kgf}押力時］

B6-ZE[RS]:9.0～11.5IIml

BP-ZE[RS]:8.5～11.5mm

たわみ量測定箇所

13.標準値外の場合は、4項からの作業を繰り返し行
う。

シリンダ・ヘッド・カバー取付け時の留意点

注意

・シリンダ・ヘッド・カバーのガスケット溝部に

オイル、水などを付着させない。

1.シリンダ・ヘッド・カバー溝部にスリーセメント

TB1521を塗布する。(B6-ZE[RS])

2.シリンダ・ヘッド・カバーに、シリンダ・ヘッ

ド・カバー・ガスケットを取付ける。

B-9

3.シリンダ・ヘッドの図示箇所に、SH780M液状ガ

スケットまたは、液状ガスケットTB1207Bを塗

布する。

B6-ZE[RS]-I…I

…I

B

I

4.図示箇所のシリンダ・ヘッド・カバー・ボルトを

仮締めする。

兵へへ

－両

CO○．○ ○．
一 一一

ご華ー

5.シリンダ6ヘッド・カバー・ボルトを図示番号順

に2～3回に分けて締付ける。

正



シリンダ・ヘッド・ガスケット

シリンダ・ヘッド・ガスケット
■

シリンダ・ヘッド・ガスケット交換

警告

●燃料は容易に引火し非常に危険な為、作業中や燃料の近くは火気厳禁。
●燃料が飛散すると皮膚や目を刺激するだけでなく、引火による災害を招く恐れがあるので、作業前に燃料
飛散防止作業を行う。（参照：セクションF，燃料装置系統、作業前の注意点）

1.タイミング・ベルトを取外す。（参照：タイミング・ベルト、タイミング・ベルト取外し／取付け）
2.フロント・パイプ、エキゾースト・マニホールド・インシユレータを取外す。（参照：セクションF、排気装置
系統、排気装置系統取外し／取付け）
3.エア・クリーナを取外す。

4.バキユーム・ホース、エンジン・ハーネス・コネクタを切離す。
5.フユーエル・ホースを切離す。（参照：セクションF、燃料装置系統、作業後の注意点）
6.インテーク・マニホールド・ブラケットを取外す。
7.図に示す手順で取外す。

8.取外しと逆の手順で取付ける。

9.エンジン・オイル量を点検する。（参照：セクションD，エンジン・オイル、エンジン・オイル点検）
10.エンジン・オイル、冷却水、燃料の漏れを点検する。
11.圧縮圧力を点検する。（参照：圧縮圧力点検）

12.エンジンを始動して、アイドル回転数を調整する。（参照：セクションF、エンジン調整、アイドル回転数調エンジン調整、アイドル回転数調
整）

B-10
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IIG

シリンダ・ヘッド・ガスケット

7.9～ 0.7N。m{80

常③
8.9～12． N･m{卯～130kgf･cm}

1

2

アクセル・ケーブル・ブラケット

シリンダ・ヘッド

壷取外し時の留意点

唾取付け時の留意点

シリンダ・ヘッド取外し時の留意点
●シリンダ・ヘッド・ボルトを図示番号順に2～3

回に分けてゆるめ、取外す。

39～46{3.9～4.7｝

N･m{kgf･m}

シリンダ・ヘッド取付け時の留意点
●図示番号順にシリンダ・ヘッド・ボルトを2～3

回に分けて締付ける。
4■

B-11



夕ペット、アジャスト・シム

夕ペット、アジャスト・シム

タペット、アジャスト・シム取外し／取付け
1.タイミング・ベルトを取外す。（参照：タイミン

グ・ベルト､、タイミング・ベルト取外し／取付
け）

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

11．3～14．2N｡、

カムシャフト取外し時の留意点

1.カムシャフト・キャップ・ボルトを図示番号順に

2～3回に分けてゆるめ、取外す。

４
§
４
§

８
》
７

ａ
ｎ

５
責
６

11

33 6

81M19 1111

2.カムシャフト・キャップを取外す。5

カムシャフト取付け時の留意点

●歩診ず
注意

●カムシャフト・スラスト・クリアランスを小さ

くしているので、カムシャフトを水平に保ちな
がら取付ける。

水平に保ちながら取付けないと、スラスト部に
無理な力が加わり、シリンダ・ヘッド側のスラ

スト受部にバリが発生する。熱
1.カムシャフト・キャップ締付け前に、Nulおよび

NQ3シリンダのカム山が、図の向きになるように
組付ける。

N･m{kgf･m}

、､，

|鱈
p■Poagb酢

『I

●

2.図示箇所にSH780M液状ガスケット又は、液状ガ

スケットTB1207Bを摺動部にはみ出さないよう
に、塗布する。

…l

色々=－，、

写≦ 雲垂
カムシャフト・プーリ取外し時の留意点
●カムシャフトの六角部（図示）をモンキ・レンチ

等で回り止めをして、ロック・ボルトをゆるめ
る。

匡

桃§手 グ

’夕
鈷
’
’
四
一 …識 ○

国預国預

祝

■函I
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1 カムシャフト・プーリ

唾取外し時の留意点

画取付け時の留意点

2 カムシャフト

画取外し時の留意点

壷取付け時の留意点

3 アジャスト・シム

4 タペット



夕ペット、アジャスト・シム

3.カムシャフトおよび、シリンダ・ヘッドのジャー

ナル受部に、エンジン・オイルを塗布する。
4.カムシャフト・キャップを元の位置に取付ける。
5.図示番号順にカムシャフト・キャップ・ボルトを

2～3回に分けて締付ける｡

このとき、NO3ジャーナル部のカムシャフト・

キャップのボルト2本を締付けるに従って、カム

シャフトが水平に沈み込むことを確認する。

3.カムシャフトの六角部（図示）をモンキ・レ

等で回り止めし、ロック・ボルトを締付ける。

レンチ

哩
島
抑

蕪這う締付けトルク

11.3～14.2N．m{115～145kgf･cm}

;la

6.カムシャフト・オイル・シールにエンジン・オイ
ルを塗布する。

7.オイル・シールを手で少し挿入する。

8.SSTを使用してオイル・シールを打込む。

ヘッド

●
02

卜・オイル・シール

カムシャフト・プーリ取付け時の留意点
1.カムシャフトを回転させ、ノック・ピンが上にな

るようにする。

2.カムシャフト・プーリの合いマークのI(IN

側）及びE(EX側）が真上に向くように取付け
る。

B-13



卜・オイル・シールフロン

フロント・オイル・シール

フロント・オイル・シール交換
1．タイミング・ベルトを取外す。（参照：タイミン

グ・ベルト、タイミング・ベルト取外し／取付
け）

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

3

鰯
完

腫二q

多鱗彗ﾐ己

キー

③
■ SST
■

タイミング・ベルト・プ一 リ

フロント・オイル・シール

壷取外し時の留意点

面取付け時の留意点

フロント・オイル・シール取外し時の留意点
・カッティング・ナイフを使用して、オイル・シー
ルのリップ部を取除く。

注意

●クランクシャフトのオイル・シール摺動部に、
傷を付けないよう（一）ドライバ先端にウエス
をはさみ、オイル・シールを取外す。

リップ

○
ー

。
亙

フロント・オイル・シール取付時の留意点
1.フロント・オイル・シールに、エンジン・オイル
を塗布する。

2.オイル・シールをオイル・ポンプ・ボデーに、手
で挿入する。

3.SSTを使用して、フロント・オイル・シールを
打込む。

プ・ボデー

Omm

01400

オイル・シール

巳

B－14
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リヤ・オイル・シール

リヤ・オイル・シール

リヤ・オイル・シール交換
1.フライホイール(MT)を取外す。

（参照：セクションH、クラッチ、クラッチ・ユ

ニット取外し／取付け）

2．ドライブ・プレート(AT)を取外す。（参照：セ

クションK、オートマチック・トランスミッショ

ン、ドライブ．プレート取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

ウエス

リヤ・オイル・シール取付け時の留意点

1.リヤ・オイル・シールに、エンジン・オイルを塗

布する。

2.オイル・シールを、リヤ・カバーに手で挿入す

る。

3.SSTを使用して、オイル・シールを打込む。

●

虻｡
昭03、

F
D～0 m、

49W朏砺

オイル・シール

●

リヤ・オイル・シール取外し時の留意点

・カッティング・ナイフを使用して、オイル・シー

ルのリップ部を取除く。

注意

・リヤ・カバー及びクランクシャフトのオイル・

シール摺動部に、傷を付けないよう（－）ドラ

イバ先端にウエスをはさみ、オイル・シールを

取外す。

B－15

１
。
リヤ・オイル・シール

唾取外し時の留意点

雷取付け時の留意点



エンジン

エンジン取外し／取付け

警告

一一

エンジン

o燃料は容易に弓|火し非常に危険な為、作業中や燃料の近くは火気厳禁。
●燃料が飛散すると皮膚や目を刺激するだけでなく、引火による災害を招く恐れがあるので、作業前に燃料
飛散防止作業を行う。（参照：セクションF、燃料装置系統、作業前の注意点）

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.ラジエータを取外す。（参照：セクションE、ラジエータ、ラジエータ取外し／取付け）
3.エア・クリーナを取外す。

4.アクセル・ケーブル､ブラケットを切離す。

5.フユーエル・ホースを切離す。（参照：セクションF、燃料装置系統、作業後の注意点）
6.バキユーム・ホース、ハーネス類を切離す。
7.ヒータ・ホースを切離す。

8．ドライブ・ベルトを取外す。（参照：ドライブ・ベルト、ドライブ・ベルト調整）
9.P/Sオイル・ポンプを取外す。P/Sオイル・ポンプは、ホースを切離さないで、かわしておく。(P/S"-
イル･ポンプ付車）

10.A/Cコンプレッサを取外す。A/Cコンプレッサは、パイプを切離さないで、かわしておく。
11．トランスミッションを取外す。（参照：セクションJ1、マニュアル・トランスミッション、マニュアル・トラ
ンスミッション取外し／取付け）（参照：セクションJ2，マニュアル・トランスミッション、マニュアル・
トランスミッション取外し／取付け）（参照：セクションK，オートマチック・トランスミッション、トラン

11．トランスミッションを取外す。（参照：セクションJ1、マニュアル・トランスミッション、マニ
ンスミッション取外し／取付け）（参照：セクションJ2，マニュアル・トランスミッションv
トランスミッション取外し／取付け）（参照：セクションK，オートマチック・トランスミツシ
スミッション取外し／取付け）

12.図に示す手順で取外す。

13.取外しと逆の手順で取付ける。

14.エンジンを始動して、下記項目の点検、調整を行う。
（1）エンジン・オイル、冷却水、トランスミッション・オイル、燃料の漏れ
（2）点火時期、アイドル回転数、アイドルCO、HC濃度（参照：セクションF:エンジン調整）
15.走行テストを行う。
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エンジン
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57～78{5.8～8.0

N･m{kgf｡m}
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エンジン

エンジン分解／組付け

1.オイル・プレッシャ・スイッチを取外す。（参照：セクションD，オイル・プレッシャ点検）
2.吸気装置系統を取外す。（参照：セクションF、吸気装置系統、吸気装置系統取外し／取付け）
3.排気装置系統を取外す。（参照：セクションF、排気装置系統、排気装置系統取外し／取付け）
4.オイル・フィルタを取外す。（参照：セクションD，オイル・フイルタ、オイル・フィルタ交換）
5.ハイテンション・コード、イグニッション・コイルを取外す。（参照：セクションG，点火装置系統、
シヨン・コイル取外し／取付け）

6.オルタネータを取外す。

7.図に示す手順で分解する。

8.分解と逆の手順で組付ける。
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N･m{kgf．m}

エンジン・マウント取付け時の留意点(RH)
・図示のようにエンジン・ボルトを取付ける。 :短いボルトA

《
聯

いボルト

A:短いボルト
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1 t'/Sオイル・ポンプ・ブラケット(P/Sオイ
ル・ポンプ付車）

2 アイドラ(P/Sオイル・ポンプ無車）
3 ウオータ・バイパス・パイプ
4 ウオータ・インレット・パイプ

5 A/Cコンプレツサ・ブラケット
6 オルタネータ・ストラップ

7 エンジン・マウント

壷取付け時の留意点(RH)


